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砂スポーツで広がるふれあいの輪。10月は「体力っくり強調月間Jです
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催
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華
部
氏
を
名
誉
市
民
に
鱒
彰

i
 

九
月
4
正
日
の
般
名
の
日

E八
時
か
ら
万

E
E引

越
が
行
わ
れ
布
市
馳
maw幾
脳
陣

E

E川

E
2
4

学制
収
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ボ
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i
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佐
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さ
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も
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あ
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、
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あ
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i
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・
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つ
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っ
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句
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ど
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-
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わ
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翻
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岡
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れ
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績
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な
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途
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・
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・
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蝉
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仁
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f
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は
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司
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流
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れ
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ら
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t

i
i
i
i
 

ま
れ
ま
L
た

f
t
そ
れ
で
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気
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h
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あ
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あ
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入
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築
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史
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。
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仁
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れ
る
氏
問
き
ん
で

す

が
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が
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句
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た
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す
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勉
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き
枝
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で
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ま
'rt
「
息
、
が
げ
ず
一
員
ぃ

l

会
っ
た
句
・
が
っ
た
も
の
が
味
が
あ

っ
て
主
術
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い
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旬
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ら
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が

R
I
F
tゃ
t

i
zな

の

で

哲

人

Z撃
事

で

す

」

i話
さ
れ

ま
し

た

し

か

し

E
Tは

鴨
《
の
不
慮
の

4
繍
い
の
も
の

こ
そ
味
が
あ
っ
て
完
術
的
だ
と
き

れ
許
“
を
得
て
も
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f
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3
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岡
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叉
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て
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ど
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i
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ぞ
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・
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u
j
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ヒ
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一
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1
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説
9

ラ
ヲ

E
a
z
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「
人
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砲
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あ
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ら
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ー
‘
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〈
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ら
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Z
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F
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ら

E
1
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の

R
E
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ヲ
角
@
ん
が
冊
い
た

句
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〈

Z
F
5
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よ
句

E
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そ
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毛
Z
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か
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な

e
T
t
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ろ
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E
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に
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e
m
e
a
z
い

E

li--と
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-
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E
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を
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L
T
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L
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れ
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5-iる

の

で

は

』

;

i
l
l
-と

は
あ
る

ん
じ
ゃ
金
い
か
会

‘，
am
の
お

a
・
し
似
uv

f
の
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L
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仇
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I
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A
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ナ
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e憎
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ω司
は

「
盆
宣
活
改
善
普
及
日
間
」

お
い
し
く
、

楽
し
く
、
バ
ラ
シ
ス
B
く
1

I
i
i
i
i一
E

E
a
t
-
z棄

の
領
政
量
を
調
ぺ

-
R
・
と
の
岡
蓮
盆

明
ら
か
に

1
s
g
H月
に
閣

ま
z
f付
E
L
-
-

2
4
-
z
z
z
i
 

l
g表
さ
仇
命
脂
肪
の
と
り
喝
き
②

合
ル
シ
ウ
ム
の
領
取
不
足
@
集
の
am
取

バ
-
足
め
送
塩
の
と
"
過
ぎ
⑨
野
楽
観
の

22Eし
っ
た
こ

L
T
E

な
A
Y

て
い
ま
す
・

が
ん

Z
E
里
中
俗
語

2
2
i
i
i告

に
は
湖
面

aが
あ
り
子
ど
も
の
】

ろ
治
ら
食
生
活
へ
の
正

Li--宅
情
と
望

ま
し

h
E
4
6つ
け
る
ニ
と
が
大

切
で
す
E

そ
こ
で

23nに
当
時

の

高

厚

生

f告
の
三
一
事

証
明
し
い
食
生
温
指
針
を
定
的
ま
し
FB

自
分
た
も
で
集

t罪
z
f

?
と
か
ら
食
生
誌
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欠備条項にa・2当する人 "'ド周・ic.，，.しなも人で雀留

資織において酬押糊されて叫人は受取でき ま

せん。

I綴周鉱験1
〈繍1次..>III! 18日111:"'1繍9t;1-if"ド6市立条高

抑旧たは日ニ寄中刊で事制・lI:~lï"1T

〈鱗2次鼠験>III!下旬に修 1次""介伶置を対象1:II 

<試.，・d織'0どを?μ ます

{受験手観I

("".泊裏項申込用厳''"月9日怖から命役場中央

陳5岡崎人附州市幡町聞醐閉会で演し，す.

会お 郷慢によって会敏刷込.. 畿の働，をすることが

でjきます

く受験取組何冊 珊〉 制で申し込む地合l'10)1 

2刷 、 泊 目ω''"畑日付刑判納)帥P摘して

ゆし込む励金Il:10月2・M ト 11!l Hlli)l川街中央栂

6階第2研修室?午前9時~γ後§時i受付します

l闘い曾わtt'
谷良市属』司径用2式必委員令(市役所人事課内

3~-4706 代泉n34-1JJ!1へ
直量密

1.種鐸周予定A"
o一般事務取太掌短大高絞*計"人0<長宵土

"人 o傑健鍋(上)...2人 0<廃剤鋪 3人 o 
精神健健緬祉土 …5人

'"恩賞緒】
本市への温動が可能で 次の資絡要作金調たす人

0 ・9:*1'1....ktr-(町初'"令 4月2lH:ユ陽に生まれ

た人} 短大(昭."年(J!21IU陣 i生まれた人)
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2目以降1:1:1れた人

神崎〈士)酬師嗣輔副主 ，れぞれ

の免許をもうている人 または来年4月までにそれぞ

れの酬を取得する見込みの人であって酬岬4

川 以降:!Ic!れた人

l途.事珊】

「榎kJには商事専門7佼"よぴ佐の条件，満た

す専修7校，含みます. ，た 地方公修員E去に正'"る

zrrA話前回
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一同館 {三条宮前町7_1 ftl4_01∞ ホームペーン

IHI ~~I川町1侃叩h

国ZZ首品56-

この燭習以来年3月まで毎月開きます

(以後の募集については樋略掲載します)

聴覚障がい者向"・習

(問時間コている比一

皿、含出I ， 1，役目時刊刊思 (ft 34-~768 -W 3

4-6674)へ.
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四
月
8
日
の
体
育
の
日
も
通
常
通
り
ご
み
再
生
貿
濁
の
収
集
蝶
務
を
行
い
ま
す
。

燃やせないごみの収集日

IOfJの燃 や せ な い ご み の 収 集 日 は次のとおりです.

燃やせるごみ が 火 金曜日の収集地域は 10同川 1-l : .~L'検や寸歩合い-，.多n ta します。

燃やせるごみが11木 曜日の収集 地域は、 1fiH1'1円令ド械や社合ぃ dみ砂町総します。

※収集カレ ングーでよく収集日を催認して排出して〈ださい。

て

りに衆てほししリ

闘が思すぎる湿ずぎるJ
f何時"ら伺時の聞に慮。

に寮てI彦しL、.J<茅ど皇軍姐ぞいたRさき...

ごみ惨できるだげ午前中"眼鏡刊るよう・闘7
崎"うすご引ζ収集車が・2・粛を出発し温度宮.2トン.

a・tζ隠 .に約500-600世裕分のとみを沼績で

き 1筒当たり駒2.000住裕=‘を賓当じていま..

そのた俗叡'臨時司わ奪い勉担震で俗午前8鯖ころ 湿く

"る地I¥ll<t'f-前11崎 正午に怒りま..奈良市金貨車そ

限集する水・日〈その僧プラスチック)や悠やぜ忽い

きみの週(本金・8，"ど"午後2符を過ぎると

ともあ，..・

交通・.'.滞の恥測り同じ間間帯に収集できる

よヨ努力していま，-. ~み収集の間関郁について ご

朝日働力をお願しlV~'-• 

! >:; J. 削制"柑1!:;':祉の収集酬となり.す.

(o33-878Z) 

康司S抱.ωi原 .生 絢̂ヨ1:. Jl(]'; . ，無川) 鳳

省究開閉旭 盲人ゴ接近鉄ピ"金も..叫盤盤備公

園のうも組本四槍綻寺圃亀西大寺住宅術大.

.，嶋園調a置A;年叡前第二回 勉学園循住宅倒縄

問.中電貧困旭(B-F I't) 省 . . 抱 竃..  

R情合 (C. D怖".時美少丘三内了目一._._._._._._._._._._._._._.-

恨繍暗闇!自由や哲怠いごみ?
.，じa岨 や'"司岡のdん

.陶磁.ガヨス繍節制の密度積

債虫剤の缶，.衛"キキ倍以ドで寸.そ

れ以上l左大型ごみと Lて制してくだ吾

い}、.終ドの. スプレー.，吸虫剤 ..ム ス

潤滑油など..".."'(穴を聞けて く氾きい}

便!~1織でライター(婚をめ釘ぞれがあ句ますので

を取り除〈か本修を鈴いてください}

・盆眉頬 (イきな駒) 質合 IU 司~

届(包 r，^プー ンヲ~ - ir… ……ーんフアルミホイル会ど o・・・

・・2盟晶{小きな物) ペbト・"，足}

・ゴム舗もちゃ煩 (小さ含.，

.制 (質問l増〈 酬のもの) 晶

.剛 山てカイロ ポ引ンナ 川

イロンストッキング即日間 、 ノ

スチール観の闇 のキャップ叫

梨その也金属~ t'1がー繍に混ざっ犬彼食品会ど

巡刀衝 ガラス抱則!，I肩用紙で〈るんで幽して〈だきい。

※陶富男東 .ラス頒 隼製品 .もちゃ販会どを"

めて出す吻合" 繍か袋にλれて 太塑ごみ(申込専

刷司医院・o71-9011 受付時闘-11-盆咽日め

午前8降、午後3時)で申し込んで〈ださい.

む

{間ι、盆わ"1
市.均..11業第一事脇市 ttr71-301 2lヘ

布類は古紙回収業者へ再生資源となる古紙類

刊しみん山 間
四..岡 田 幽

• 
術開糧.， ，ンポーんなどの古紙顕や 古着などの衛剣" リ

妙イタルできる大切な耐刊です.酬や開制どで開制回

収;取り縫んで〈だきL 実‘する帰" ‘縫でまとめて制収する

場 所時め '"園聞の酬で a面白】とにひもで鱒るなど分別

して幽 Lてくだきい閉会お すでに集凶資源幽収金業組している泡

峨は 引急続き泊憎の継続 a広大t必願L します.

咽収した再生帽のヲ".しゃ問料の酬~<'iO，I，. 11畑

融資源嗣剛力制に惜して〈ださい.

l飼い倉わ'1市.，仲イク，.進毘 (o71-9900)へ.
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健康のコーナー
帽 セッター に問問一了目1-30ft34 .)111) 
軸帥慨に献 醐ー了目1一四 ft34-1111)
鎌倉醐帽セッター(酢 町519--5 ft33-7876) 

l 母 貌 教室 II 

Jfi~~~ .盟理
経‘脱出血瞥毘で悩んで‘..脅さ

時国的吋受け，れまぜん..入

信や・の・f宵で週姐.の也、λ他 市役

所衛生震へ通・ーして〈だ吾、

様健縄l1li1:rf防縄径と子""・・j

をよくB息んで受げて〈どきも.縛勺ても

傘h 人は肝防梅田町銀、脚聞

か市役所働金認で受Ir....，て(I!:<". 

M!jtl置翠翠2・
<~""て h ません 隼に-11':必ず検.

を受けま L 弓

-とl!'''10月'"ロω、l1li9.1'--11崎
H日一 .ft lK lf~:t:;ヒシト 同

象…"叫同 人 (枠制生妊婦

..月時で..・.る人".く} ・R重量…

集併 ・・し込h''';ド質吋目 ..会.

へ 山同一州問操へ

Mi t:Ji I-v翠璽圃
んの植厳に 働催・が.-じます IiH'.t.，克正吾百平石扇面工<<，王子.

岨刷Lでげさい

t 

か5だの悩みよろす相級 1・
(老A保檀注に璽づく混入健D幅訟111・
岡 山1て酔叫""間口

くだ舎、、，医師による・別個援が緑骨で受

"られ重す，.盆"・a・4手慢を置し"

'とl!"101111箇仙午後 1・惨事-，同

'ところ一保健セン，一 砂対.-ro;人

同凶み

健康胡座 f姐っておきたい l・
基本位髭のツボII1II・

，.・ aε・ 幽.後"与A長鋼の盆・ l軍に 聞貨は暢がん機.を受付 与剛発見 l 墨優翁爾と..

生後'"重での・衛生兜 ・・し沿h--Ilt I l ・R'修めましaう. 縫合医.検査を J ターが岡，ます.

子健司'乎・It!:1: ~まれて、 .Ml"I: O;<~ . ・"・k-'-'O.l1iの人(経幡凶iii;() I ・4ヒl!"'1 0列国目白附午後2・-，嶋.

1， -6， 'il 瞬-"-Je IH'~1 岳奮闘叫 I ，豊岡崎 隼1圃 .融 緩い，. I ..:ころ…・e合酬IIILf.-t:/ f一 川

て修造する会闘で川健康問 I"肌闘のIU!".ltc!"II.崎含 l師一附匿の町→^ ，叫ゐ

へ ，その僧 訪問U必ず・・・1連・ l I 1:聖0・ゆ刊 {内管富代."阿h止 f!llQI ー不要・2毎回直織合.'、 ・四1、倉わ嘗

て行もます物品販売'"町まぜん. ，.以Lと金治!ill.1U(榎:ll'IlIIU:僻の l….復傾衛生観まKは"を"ーへ.予

..  竃冨軍軍2・人1沼田代のみ t・l.，，，防I:tjIし帥. I 帥ll~'jちの H.

岬レ帥 副 でIOllwnlt'日後

開時H の肺&ど同';.Jl!!lIfR I柑 酬 聞へ 叶 崎 一輔の錨司医

師.ての相昨日 ます. 晒 H 叫."，，，1:1すみやゆに受師い

・四 一川1211i!!r'l権 1肝 ~川 It"t. I酬 な ど で 剛 の 悼 を 悼 し だ

ト人附問 問・…唯一帥酔 l 人I~jU!-I，~ f<t.t， ff 現帥併の

幼児 ，ととろ一保健4ヒン，- ・・し l人過去に手刷.川た人刊開企に，

込み ー.. 防で市徳商健康.進.へ(・専問 l 。夫人は 主治医に帽副食して《だ舎い.

"申 L込み時t連絡Lま守】 ・待望句

，.IH健康，帳.

予防縫種 I11 

il!A璽.. 国
箇将医師.'相.，応じ重す むし酋や

歯術.編入れ"どロに伺寸H 配ご

kのめる人，，'経白暢織して(!!I;'

{耐と臨の幅削叫H ん，. 

山 一'0)1L山.，000-it'l' ・

とこる…傑・・， ，ν，- ・.0…・偉人

同し品 回で市役時制師、

E露盟国璽盟理
次の予防候帽を個様方式で行もます

積極持金'"隔"です.
宵がん緩 _ 1:

ト011I附"，目の愛虚子一J<ちなみ

県医師金医梼目盛会が銘柄鰯畿を聞きま ..

~ cl!---IOIIIOA肺 山 崎 ~ 岬 吋

こる 一民間金鍾 l笹大路町} ・聞い台。U---1J1!!1t金肉眼刷由【闘 訓"

酬 Î'. I・$.IU'念出身川ぜ ん

瑚酷

ずむ'|1U11"|ffi!?ょ;

一… 噌 開…曲射待ヲマ阜の動制酬

へ行8 鑓種目，予酌L予'"もらヲでく

だき川町岨 m 各闘酬の体制

4月，旬を・" 予約日I:IJ 通知"予

開 肝闘相開。て付加帥

暗叫〈帥る人晴れて〈問、

園 開凶んだ何
割 0・問1開

検惨事の通嗣検診で寸

~ ~II: ''' ll司度以上の人'"・1:.< I 
，.隊問剛一 等1嗣 ，..参事現…n一例

制 ，-棚上企叫醐".

..院..俸の人"祭.，・し込み時4
砂L帥 } 岬 い 師 一 酬で叫w
図書t'1: .<!fn:iIi.!I!....ll..... ・叫

一型乗惨め鎗築 制曾検t:の，使な人';T

A向か』受..'書寸働.先などで開

惨め岬，蝉隼M 人"叫，t， Hit
，. .だ奥を袖..の人過去』 手術

..けだ人向繍曾検盆iーなった人は jを

E霊園i!iIiD調
岡剛酬師会が酬?周'"

・..一同"凶附即時、3陶 ・

ところ 県民陶金，ヂィ合ル，ン， -

(刷市) 刊し帥 闘 で 附"司

書でt闘・6傘下州制{副 1".21

・耐^. 脚開会 /:"U l，~ 叫 ん
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参加者車集

大縄""犬舎 ステフプアフプクラス'"チ ふ"人以ヒのグル プ? 羽のカらすの蜘i合わぜで飛uます.

ピギナークラスは 1チーム7人以上のグループで -ki1小獲 の.に合hぜて飛ぴ.寸(賞品曾加

仙川往復は吋川ー叫，人敏 代表9判断日電話・り柑タヲス{両h闘も

可)を密、て IOH"日1':-*-r'ならま色象興財団 (司.. 跡 .!ll1路上町 11 ft27.18lO)へ.

殺人敏には縄，園す人も合丸ますも人取が足句会い場合はスタッヲが>払います.

ホエ帽 『陵町間…制'"マ，<叫晴子山人.聞かヲ?タンけで制町叩{宮山 7弘

腕 "刷、多い場合は醐.
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-
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E
-
-A5
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-長

h州、山 "川町 叫しみんだより叫していH .来E賀市のホームページ
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主主量止古詩iiodS島
持

削 '"目即l旬 度*納さ札る1追官通富.酌巴 地縫併民出lよつで見e
に守"伝えeら示"て1き-たことのz怠誌昧lは，.，伝ぶ統玄化の正し、 i仏"'麻臨の
4雀亙町 4惨伽，釦i

村のE屍を'笹ιE訂z宣の術辱の4も"'色ヒ 州‘航古の.，き予に4依配つて遂iぱzれる怠味

tはaまた 健令企.旭.‘緩"悦t念，め〉割徳隠明僚際に脅す&ところF太にiき与c;誕範'朴+で
温劫い行司準降として コミ 3丞邑ニケーγ ，~の測量として宵成iきれて

ゆ〈司院を・買いつつ舗いたつも"である

• 遁走
宅見

上

鹿角切り之図

• 普遍厳存

..遣い込み .n'で縛らえるさま"

闘牛にも似た'帽を時四こす

抑制噛めきの健婦旧い~il: 
した伸ITの手づから鹿に水をうえ 角を

切る狩の助から鯵への康司降したー鴎こそ

が ニ晴朗円イマヲクスである

仰の健いとされている貨の@を気づか

う輔さ叶こi現われていた



欽の大安寺境内

雇邑宝三侍

k安吻1:;1， ~最良時!till. 七大事の一つ

であ句 当時東大守西大守と並んで剤"

の大ゆ色野lまれ 4阪社・・Eを椅っていfど

とい号.
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'脚し刷出る.
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i革運阪と水上池周辺

量草場圭作

脱 丘 陵 岬 柑"0中 ド 品 開

R賓と川区上泡" 市代を怨わせる土.であ

る.

久 Lぷ"にスケッチのため訪れたミの

，.で川い友，.り合ヮ文 .

，.-剛山'''''肌…
惨め元に婦らず山縫の鏑.の宮で亡

くなった智之緩の御陵と万鏡-"1;も詠.

れt本軍多い水t池を表現でiきたFごろう

か.

関白鴎~"'..& r柑の帥人蝿J

奈及少年刑務所

描動詰韻仰

d長良市の.俸の高台k強つレンガ

途"の聞と正副相越っこ川

た卑"'与レ〆ガ造りの2陪.てのぷ

M.Mょにほ三悼の刊品唱.

2・がみて も澗.~時とは思えない..

tる場盗.奈良の古島人々" これ

，呼んで ro門大学J.弘の鰐きな

建物何 一つで 普い頃から何度か猫

いてーる.
このfぴ奈良百震のーっとして

タ碕t照り.，赤門を中心 l緬もて

み合.



王飽二手

箇箇 畿 =仰

酌す石射訓つめた色ころ酬

きれた賞金色俊雄訴と用句映える経厳

き@足下の石康からぶ霊の前一面i 貧

金色の集が，っしり・..つめられてい

た.r身のまわ町頒脊貧績の降句 1:It ~ J 
の句のとお町 凪が磁飽しながら運ぶ賃

金色のありがたい敏筆だ.ー枚ー歓を歓

恥応酬の気持あ市川引た

だいた .

ヨ医a町姐らぜ業

守~tr

寺前日完結言
踊由 届百三仰

た伽神白

同仙箆の隆史叫から手陶1[11¥

・"'入る 傭語障なたたずまいで d町、

建衝と衝し〈盆られ友 朱塗"の御殿が対

体的会費し1きで将6ご朱色がUをヲlもた.

しばらく散鴛する

組衡と左樹が品長んでくるむ引隠れ

て八嶋宵を望む.吏に遮'"ら見る.~ 

，突く よろな火衡が.色い賃金ゆたかに

つけて‘る.織のg】.山の航れ芝晴れ

た膏.がア ム/.，. "プルを違 旬幽して‘

る.，酬な色D:tIfIl1¥<同IlJi¥闘を

現州して‘る.

'I'.IllJ毎 剛 '"りで紹介した作品川島市間玄 関トM て下配のと j，~ II~' しでいます. ほ 制咽 " "配は開削

1011 1日~川11211r夜A豆比^樽祉の翁削「鹿角切り之園JI秋の^安与境内JI御tl~1 (高畑"固から)J

101115目-101126日 「設A少年網勝月時JI曾鰻険と水 上権制辺Jr l-陶山八暢富Jr-r・>J

告良市帥ームページhltp"J!www叫 na=r>.!pに制浦安調練してい肘

I問、合わ省 ， . . 開 閉岨閉

電盤代表 34-1111
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